
 【⽉案】10⽉・１歳児 

 今⽉の保育のポイント 

 ●  異年齢児の活発な遊びに触発され、「⾃分もやってみたい」と活発に運動しようとする。⾃分の 
 限界や視野の狭さなどから危険意識はないものと思い、意欲を認めながらも怪我がないように⾒ 
 守る。適切に休憩や⽔分補給ができるように、時間を決めて遊ぶようにする。 

 ●  保育者は⼦どもの⾃分でやりたい思いに寄り添って⽣活をする。保育者と⼀緒に⼦どもは認めら 
 れながら、⾝の回りのことを⾃分で⾏う。この時期、⼾外から帰ると⼿洗いうがいをする習慣を 
 つけていく。 

 ●  ⼦どもが、秋の旬の⾷材や味覚に出会う⼯夫をする。畑等で作物を育てている園では収穫してそ 
 のまま味わう体験を取り⼊れるようにする。苦⼿なものが出始めるこのころでも、少しでも⼝に 
 していく経験をし、⾷べられた経験を積み、同時に噛むことの⼤切さも伝えていく。 

 ⽉のねらい 

 ●  ⾐類の調節をしてもらいながら、元気に過ごす。 
 ●  砂や落ち葉、⾍などを⾒つけ、⾃然に興味を持つ。 
 ●  保育者や友達と関わりながら、好きな遊びを繰り返し楽しむ。 
 ●  ⾷事の際にはスプーンを使って⾃分で⾷べ進めようとする。 
 ●  ⼀⼈ひとりの気持ちや意欲を⼤切にしながら情緒の安定を図る。 
 ●  全⾝を思い切り動かして遊ぶ楽しさを味わう。 
 ●  簡単な⾔葉や単語で要求や発⾒を伝えようとする。 
 ●  簡単な⾝の回りのことができる喜びを味わう。 

 週のねらい 

 その１ 

 ●  １週⽬：歩いたり⾛ったりして、楽しく⾝体を動かす（教育） 
 ●  ２週⽬：友達や保育者に親しみ、⼀緒に好きな遊びを楽しむ（教育） 
 ●  ３週⽬：秋の⾃然に触れ、⾝の回りの⽣き物や植物に親しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：体温調節してもらいながら、元気に過ごす（養護） 

 その２ 

 ●  １週⽬：保育者といっしょに簡単な⾝の回りのことをしようとする（養護） 
 ●  ２週⽬：活動しやすい安全な環境の中で、⼗分に体を動かすことを楽しむ（教育） 
 ●  ３週⽬：全⾝を動かしてさまざまな遊びを楽しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：保育者や友だちと簡単なごっこ遊びを楽しむ（教育） 

 その３ 

 ●  １週⽬：気持ちを受け⽌めてもらい、安定して過ごす（養護） 
 ●  ２週⽬：運動会に参加することを楽しむ（教育） 
 ●  ３週⽬：簡単な⾔葉や単語で伝える楽しさを感じる（教育） 
 ●  ４週⽬：トイレに興味を持ち、排泄する喜びを味わう（養護） 
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 その４ 

 ●  １週⽬：⼼地よい秋⾵に触れながら散歩や⼾外遊びを楽しむ（教育） 
 ●  ２週⽬：秋の歌や⼿遊びに親しむ（教育） 
 ●  ３週⽬：意欲を⼤切に関わり、満⾜感を味わえるようにする（養護） 
 ●  ４週⽬：体調の変化に留意し、視診や検温を⾏い早期対応できるようにする（養護） 

 前⽉末の⼦どもの姿 

 養護（⽣活） 

 ●  保育者に⼿伝ってもらいながら、⼝の周りや⼿を拭こうとする姿が⾒られた。また、真似して⾃ 
 分でやってみようとする⼦どももいた。 

 ●  ⼿洗いの際には、⾃分で⾒ずに⼿を近づけ、擦り合わせようとする姿が⾒られた。うまく洗えな 
 い⼦どももいたが、⾃ら⼿を伸ばしてやってみようとする意欲があった。 

 ●  尿意を感じた際には、オムツを押さえたりトイレを指さしたりして伝えようとする⼦どももい 
 た。まだ⾃分でタイミングはわからず、オムツに出ている⼦どもも多くいる。 

 ●  ⾐類の着脱の際には、保育者に⼿伝ってもらいながら⾃分で腕や頭を通してみようとする姿が⾒ 
 られた。 

 ●  季節の変わり⽬で⿐⽔や咳等の症状が⾒られ始めた。 
 ●  防災訓練ではアナウンスに驚き、泣いたり、表情が強張る様⼦が⾒られたが、抱っこをすること 

 で落ち着いて参加することができた。 
 ●  ⾃分の思い通りにならないと床に寝そべったり、泣いたり、「いや」と話す。働きかけで気持ち 

 が切り替えられることも多い。 
 ●  過ごしやすくなり、意欲的に⾷事をしている。スプーンを使ったり上⼿くすくえない時は⼿づか 

 みをしながら⾷べ進めている。  

 教育（遊び） 

 ●  好きな遊びや気になる遊びの際には、保育者が⼀緒に遊ぶと嬉しそうにする姿が⾒られた。友達 
 が興味を持って⼀緒に遊ぶと、⼀緒に楽しそうに遊ぶ姿も⾒られたが、おもちゃの取り合いに 
 なってしまうこともある。少しずつ友達と関わる姿も増え始め、親しみを感じている。 

 ●  指先を使った遊びには、集中して取り組む姿が⾒られた。まだうまく指先が使えない⼦どもは、 
 飽きてしまうこともあるが、繰り返し挑戦する姿が⾒られた。 

 ●  散歩の際には「ブーブー」など簡単な⾔葉で表現し、⾒つけたものを指さしで保育者に知らせる 
 姿が⾒られた。 

 ●  ⼾外遊びの際には、草花や⽯、砂など⾃然に触れながら遊びを楽しんでいた。 
 ●  「（かん）ぱい」「どーぞ」等⾔葉にしたり、⾷べる真似をしながらままごと遊びを楽しんでい 

 る。 
 ●  マットや巧技台、滑り台等の運動遊びを楽しむ。勢いあまって危ない姿も⾒られている。 
 ●  ⾳楽が流れると全⾝を動かしたり、声を出したりしながら楽しんでいる。 
 ●  なぐり描きでは、腕全体を動かしながらダイナミックに描く様⼦が⾒られていた。  
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 活動内容（五領域対応）／環境構成と援助 

 養護（⽣活） 

 ●  活：  スプーンですくって、⾃分で意欲的に⾷べ進めようとする。（健康） 
 環：  ⾷事の際には、うまくすくえずに⼿づかみになってしまうこともあるが、⾷べる意欲を認め 
 ていく。必要に応じてスプーンで⾷べてみることを勧めていく。すくいやすいように、⼀⼝サイ 
 ズに切るなどし、⼤きさを揃えていく。 

 ●  活：  ⼿洗いのやり⽅を覚え、⾃分でやってみようとする。（健康） 
 環：  台の⾼さを⼦どもに合わせて調節したり、取り出しやすいところに泡ポンプを置くなど⼦ど 
 もが⾃分でやりやすい環境を⽤意しておく。 

 ●  活：  トイレに座って排泄し、成功した喜びを感じる。（健康） 
 環：  ⼀⼈ひとりの排泄のタイミングをみてトイレに誘い、トイレで排泄できた喜びをかんじられ 
 るようにしていく。なかなかタイミングが合わない⼦どもも、おまるや便器に座る経験を積み重 
 ねていく。 

 ●  活：  ⾐類の着脱の際には、⾃分で腕や⾜などを通そうとする。（健康） 
 環：  ⾐類の着脱の際には、⼦どものやってみようとする気持ちを認め、保育者がやりすぎないよ 
 うに気を付ける。 

 ●  活：  ⾊々な⾷材やメニューに慣れ、苦⼿な物も少し⾷べようとする。（健康） 
 環：  保育者が実際⾷べながら⼦どもに「⾊が綺麗だよね、美味しいよ」等、⾷べようとする気持 
 ちになるよう促していく。 

 ●  活：  ⾷後に⼝の汚れを⾃分で拭き取る。（健康） 
 環：  「⼝は綺麗になっているかな？」等、⼦どもが気付けるように声をかける。清潔にする⼼地 
 よさが習慣となるように、補助をする。 

 ●  活：  着替える、トイレへ⾏く等、気持ちを切り替えて⽣活をする。（健康） 
 環：  遊びの途中でも、「おもちゃを取られないように持っておくよ」等、⼦どもが納得して気分 
 を変えられるように配慮をする。 

 ●  活：  気温や活動に応じて⾐服調節をし、健康に過ごせるようにする。（健康） 
 環：  「寒くなってきたからお着替えしよう」と⾔葉かけしながら⾐服調節に誘い、⼼地良さを感 
 じられるように関わる。 

 ●  活：  秋の野菜や果物を⾒たり触れたり、⾷べる中で季節を感じる。（環境） 
 環：  栽培している野菜を⾒たり、異年齢児が収穫した野菜を触らせてもらったり⾷べたりするこ 
 とを通して、秋の季節を感じられるようにしたり、⾷事に対する意欲に繋げる。 

 ●  活：  よく咀嚼をしながら⾷べ進める。（健康） 
 環：  ⾃分で⾷べようとする姿を⾒守りながらも「モグモグだよ」と咀嚼を意識できるような⾔葉 
 かけをしたり、料理を次々に⼝に⼊れてしまわないよう関わっていく。 

 ●  活：  ⾚や⻘等の⾊に興味を持つ。（環境） 
 環：  はっきりとした⾊味の絵本や玩具、素材を⽤意したり、遊びの中で保育者が⾊の名前を交え 
 ながら関わることで認識や興味に繋げる。⼜、⾊の名前が合っていなくても⾊に興味を持ち⾔葉 
 にする姿を認めていく。 

 ●  活：  保育者や保護者と運動会に参加することを楽しむ。（⼈間関係・環境） 
 環：  安⼼して参加出来るよう笑顔で関わりながら楽しい雰囲気を作り、運動会を通して保育者や 
 保護者と触れ合う楽しさを感じられるようにする。 

 ●  活：  ⾐服や顔を綺麗にする気持ち良さが芽⽣える。（健康） 
 環：  ⾷後は汚れた⾐服を⼀緒に替えたり、⿐拭きをする時は「⿐⽔出てるから拭こうね。気持ち 
 いいね」と⾔葉かけしていく。⿐⽔により、よだれが多くなる⼦は、スタイを着⽤したりこまめ 
 に交換して清潔を保つ。 
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 ●  活：  ⼀⼈ひとりの思いや意欲を⼤切にしながら安定した⽣活を送れるようにする。（健康） 
 環：  意欲や気持ちを⼤切に、ゆとりがある時間設定にしたり、安全⾯に留意して可能な限り⾒守 
 る。要求を受け⼊れられない場⾯の時は「○○したかったね」と⼀旦気持ちを受け⽌めてから、 
 気持ちの切り替えを図る。 

 教育（遊び） 

 ●  活：  好きな遊びを、保育者や友達と⼀緒に楽しむ。（⼈間関係） 
 環：  友達とも関わって遊べるように、保育者が仲⽴ちをしていく。いざこざになってしまった時 
 には、お互いの気持ちを受け⽌めながら、納得して遊べるようにする。 

 ●  活：  ⼾外で⾝の回りのものに興味を持ち、指差しや簡単な⾔葉で表す。（環境・⾔葉・表現） 
 環：  ⼾外では、⼦どもが安⼼して遊べるように⼤きな⽯や尖っているものがないか、事前に安全 
 点検をしておく。⾒つけたものをいれる袋なども⽤意し、集めたり⼊れて遊んだりできるように 
 する。 

 ●  活：  好きな歌やわらべうたに合わせて、触れ合い遊びを楽しむ。（⼈間関係・⾔葉） 
 環：  ⼦どもとゆっくり時間をとって触れ合い遊びを楽しみ、好きな歌や動きを把握しておく。 

 ●  活：  ⽣き物や草花、⽊の実に触れ、秋の⾃然に興味を持つ。（環境） 
 環：  ⾝の回りの⾃然に気づけるように、⽊の実や落ち葉などの存在を知らせていく。触ったり観 
 察したりしながら親しめるように援助していく。 

 ●  活：  話しかけられると動作や簡単な⾔葉で反応しようとする。（表現・⾔葉・⼈間関係） 
 環：  ⼦どもに問いかけたり、⼦どもの気持ちを代弁したり、受け⽌める等、⼦どもの⾔葉を⼤事 
 に援助を積み重ねていく。 

 ●  活：  散歩や園庭遊びを通して、のびのびと⾝体を動かして楽しむ。（健康） 
 環：  保育者も先頭になって⾝体を動かす。⼦どもと楽しい共有を表情や⾔葉で交わし、楽しい経 
 験を積み重ねていく。 

 ●  活：  ⾃分の気持ちや発⾒などを⼀⾔で表現をする。（⾔葉） 
 環：  ⼦どもの動作、⾔葉の出だしを待つ。すぐに答えを求めず、⼦どものペースや間で理解、会 
 話ができるようにゆったりとした雰囲気を作る。 

 ●  活：  拾った⽊の実や落ち葉を使った製作遊びを楽しむ。（表現） 
 環：  ⼾外や散歩で⼦どもが発⾒したものに共感したり、「〜が落ちているね」と普段から拾い遊 
 びをし、可能ならば持ち帰るようにする。集めた⾃然物をのりを使った製作遊びに使い、⾝近な 
 季節感のある物で楽しめるようにする。 

 ●  活：  安全な環境の中で滑り台やマット、巧技台等の運動遊びを楽しむ。（健康・環境） 
 環：  興味や意欲を⼤切にしながら危険がないよう側で⾒守り、必要に応じて体を⽀えて出来たと 
 いう喜びや⾝体を動かす楽しさに繋げる。 

 ●  活：  保育者と⼀緒に秋の⼿遊びを楽しむ。（⼈間関係・表現） 
 環：  保育者が笑顔でゆっくりと⼿⾜を動かしながら繰り返し⼿遊びをやって⾒せることで興味に 
 繋げる。「お芋美味しいね」「まつぼっくり出来たね」等と⾔葉かけしながら楽しさや模倣する 
 ⼒、⼿⾜の発達に繋げていく。 

 ●  活：  簡単な⾔葉や動作を使って⾒⽴て遊びを楽しむ。（⼈間関係・⾔葉・表現） 
 環：  保育者が簡単な⾔葉や⾝近な動作を使って模倣しやすいように関わり、発語やコミュニケー 
 ション能⼒、想像⼒に繋げていく。 

 ●  活：  ⾳楽に合わせて体や声で表現することを楽しむ。（環境・表現） 
 環：  笑顔で⾝体を動かす姿を⽰し、のびのびと表現できるようにする。衝突しないよう⾒守りな 
 がら「おててフリフリ上⼿」「ワンワンポーズ出来たね」と笑顔で認めて喜びや表現⼒に繋げて 
 いく。 

 ●  活：  摘まむ、離す、引っ張る、押す等指先を使って遊ぶことを楽しむ。（健康・環境） 
 環：  発達に合わせシール遊びやポットン落とし、積み⽊、粘⼟、⼿作り玩具等を提供しながら、 
 集中して遊べる環境を作る。出来たことを認めて喜びや指先の発達に繋げていく。 
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 ●  活：  保育者と⼀緒に順番を待とうとする。（⼈間関係） 
 環：  「○○ちゃんの次ね」「待ってようね」等と⾔葉かけしながら⼀緒に順番を待ち、待てたこ 
 とを⼤いに認めて、少しずつ順番を待てるよう関わっていく。 

 ●  活：  点や線をなぐり描きすることを楽しむ。（健康・表現） 
 環：  ⼀⼈ひとりの様⼦を⾒守り「⾚い点々たくさん描けたね」「いろんな⾊の線があって綺麗 
 ね」と認めて、⼿⾸や腕の運動に繋げたり⾃⼰を表現する⼒や創造性を育んでいく。 

 ●  活：  絵本や保育者とのやりとりを通して単語が増えていく。（⼈間関係・⾔葉） 
 環：  単語が引き出せるような絵本を読み聞かせたり、保育者が⼀語⽂や⼆語⽂で関わる。単語を 
 じっくりと受け⽌めて反復したり共感しながら、⾔葉で表現する意欲を⾼めていく。 

 健康、安全⾯で配慮すべき事項 

 ●  感染症の予防に努め、体調の変化に気を配る。 
 ●  少しずつ歩くのが上⼿になってバランスをとって歩けるようになるが、転びやすいため保育室内 

 や⼾外での怪我に注意して⾒ていく。 
 ●  寒暖差に配慮しながら、快適に過ごせるように室内の温度を気にかける。 
 ●  給⾷後や⼿洗い後の床は、すぐに拭いて転倒防⽌に努める。 
 ●  活発さが増してくるものの⾛れる⼦、歩⾏が安定し始めた⼦等の個⼈差が⼤きいため、⼀⼈ひと 

 りがのびのびと体を動かせる安全な環境を整える。 
 ●  玩具を投げたり、⼿や⼝が出てしまう⼦がいるため、担任間で共有して統⼀した対応をしていく 

 ようにする。 

 今⽉の製作・歌・絵本・⼿遊び・室内室外遊び 

 製作 

 ●  スタンプでハロウィンのかぼちゃ製作／ちぎり絵でどんぐり製作／にじみ絵でさつまいも製作 

 歌 

 ●  どんぐりころころ／まつぼっくり／やぎさんゆうびん 

 絵本 

 ●  りんご ごろごろ／ふーっ！／おべんとうバス 

 ⼿遊び 
 ●  やきいもグーチーパー／⼤きなクリの⽊の下で／やさいのうた 

 室内室外遊び 

 ●  （紙⽫で簡単）落ち葉リース／ビー⽟転がし／落ち葉でお⾯ 

 ⾏事 

 ●  避難訓練 
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 ●  誕⽣会 
 ●  ⾝体測定 
 ●  スポーツの⽇（第2⽉曜⽇） 
 ●  紅葉狩り（10/1~） 
 ●  鉄道の⽇（10/14） 
 ●  ⼗三夜（10/18） 
 ●  ハロウィン（10/31） 

 ⾷育 

 ●  年⻑や年中がイモ掘りしたイモを⾒たり触ったりして、⾷材に興味を持つ。 
 ●  スプーンを使って、⾃分で意欲的に⾷べ進めようとする。 
 ●  ⾝の回りと綺麗にしてもらいながら、保育者や友達と楽しく⾷事をする。 
 ●  ⾷材に関する⼿遊びや絵本を楽しみ、⾷事に興味を持つ。 
 ●  ⾷後は汚れた服を着替えて⼼地よさを感じる。 
 ●  安定して⾷事ができる環境を整える。 

 地域と家庭との連携 

 ●  朝晩と⽇中との気温差があるため、体温調節しやすい服を着せ、着替えのものも配慮してもらえ 
 るようお願いする。 

 ●  秋から冬にかけて流⾏りやすい感染症について伝え、健康状態に気を配りながら⽣活してもらえ 
 るよう呼びかけていく。また、家庭や園での様⼦をこまめに伝え合うようにしていく。 

 ●  運動会について知らせ、お家の⼈に協⼒してもらうことなどを詳しく伝える。 
 ●  着脱、トイレトレーニング、⾷事の様⼦や保育者の働きかけを伝えることで家庭で参考にしても 

 らえるようにする。 
 ●  トイレトレーニングの状況に合わせて布パンツの⽤意をお願いする。 
 ●  地域の掲⽰板で運動会の⽇程を知らせておき、地域の⽅も参加できるようにする。 

 ⾃⼰評価 

 ●  スプーンですくって、⾃分で意欲的に⾷べ進めようとしていたか。 
 ●  ⼿洗いのやり⽅を覚え、⾃分でやってみようとしていたか。 
 ●  トイレに座って排泄し、成功した喜びを感じられたか。 
 ●  ⾐類の着脱の際には、意欲的に腕や⾜を通そうとしたりズボンを上げ下げしたりしようとしてい 

 たか。 
 ●  好きな遊びを、保育者や友達と⼀緒に楽しむことができたか。 
 ●  ⼾外で⾝の回りのものに興味を持ち、指差しや簡単な⾔葉で表すことができたか。 
 ●  好きな歌やわらべうたに合わせて、触れ合い遊びを楽しめたか。 
 ●  ⽣き物や草花、⽊の実に触れ、秋の⾃然に興味を持つことができたか。 
 ●  話しかけられると動作や簡単な⾔葉で反応しようとしたか。 
 ●  気持ちや意欲を尊重した関わりが持てたか。 
 ●  気温に留意しながら⾐服の調節を⾏い、健康に過ごせるようにしたか。 
 ●  全⾝を動かしながら運動遊びを楽しめたか。 
 ●  運動会に参加することを楽しめていたか。 
 ●  ⼿遊びや体操等の⾳楽に合わせて体や声で表現することを楽しめていたか。 
 ●  思いを⾝振りや単語で伝えようとする姿が⾒られたか。 
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 ●  秋の⾷材を⾒たり触れたり⾷べたりする機会を設け、秋の季節を感じられるようにしたか。 
 ●  保護者にトイレトレーニングの様⼦を伝えて、家庭での参考にしてもらえるようにしたか。 
 ●  初めての運動会になる保護者もいるため、詳細について丁寧に伝えたか。 
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